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KEIO SPORTS SDGsとは

慶應義塾のスポーツ・運動・身体活動を担う

専門部門と関連部門の横断型プラットフォームです。 

身体活動の要素を含む様々な活動を広義に“スポーツ”と捉え、

それらの促進と、SDGs達成に向けた活動を行っています。
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取り組み①

オンラインラジオ体操

「いつでも・どこでも・だれでも」参

加可能なオンライン型のラジオ体操を

開催しています。

藤沢市の親子を中心に、全国の子ども

から高齢者まで幅広い世代が健康づく

りに取り組める場を提供しています。



取り組み②

KEIO SPORTS SDGsシンポジウム

スポーツによるSDGsへの貢献を議論す

るシンポジウムを開催しています。

多分野の自治体・企業・学術機関が集

い最新の知見を共有しています。

前回は「環境×健康」「インクルーシブ

スポーツ」がテーマでした。

来年も開催予定（2026/3/7）です。



取り組み③

SPOBY

藤沢市にある湘南藤沢キャンパスに

て、歩数や移動距離を楽しみながら脱

炭素にも貢献できるアプリ「SPOBY」

を活用した実証実験を行っています。

仲間と協力して歩行を習慣化し、健康

増進と同時に環境保全にも貢献する仕

組みを実践しています。



取り組み④

ふじさわプラス・テン

藤沢市と連携し、日常生活で10分の身体

活動を増やす「プラス・テン」を推進し

ています。

今年度10周年を迎え、「ふじさわプラ

ス・テン交流会」を開催しました。

地域住民の健康づくりを支援するととも

に、コミュニティのつながり強化にも寄

与しています。
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SDGsの目標達成のために



生活習慣病予防

メンタルヘルス改善

コベネフィットを探ろう

歩行促進

自動車利用減 

→ CO₂削減

医療費削減

生産性向上

地域交流促進

孤立防止

■ コベネフィット（相互利益）

　一つの取り組みから同時に生まれる、複数の利益や恩恵のこと

　＝相乗効果、共通の利益



コベネフィット例

住宅改修×身体活動

1 2 3

環境保全活動×身体活動 SDGs×コベネフィット

過ごしやすい住宅（断

熱、導線改善）が増える

と、身体活動が増加。

健康になれる住宅に住む

ことがあたりまえになる

海岸のゴミ拾いは、取り

組み自体が身体活動の促

進につながる。

きれいな海でスポーツを

楽しむ人も増える。

ワークショップや体験

会、今回の発表会など、

具体的なアクションを考

える機会はコベネフィッ

トを考える機会にもなる



SDGsの目標達成のために

システムズアプローチとは?

システムズアプローチは、「人々の身体活動は、互いに

密接に関連し、様々な要因から影響を受けている」とい

う考え方に基づいています。

よりアクティブな未来を確実なものとするためには、

全ての関係者があらゆる次元で協力し、一丸となって対

策を進めることが不可欠です。
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4- まとめ

「スポーツで未来をつくる」

KEIO SPORTS SDGsは、スポーツを通じて健康・環境・社会・経済

等の調和をめざしています。

そして様々なコベネフィット（相互利益）のヒントを提供します。

 

一人ひとりの行動が持続可能な社会を支える力になります。

 共に新しい取り組みを広げていきましょう！

連絡先

 慶應義塾大学 スポーツ医学研究センター

 KEIO SPORTS SDGs事務局

 E-mail：keiosportssdgs@gmail.com


